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２１世紀は農業の時代
中標津町農業協同組合

代表理事組合長＝友盛行

て川準たと力ひをｆｌｚ１ｌｊ作交風るｉｉｌｉぴまの作た人一こて脇ま
おに組Ａ１とのと笈でで|ｴ１を差に坪川ｌ１ｊｌ２にし辨酪をが｢:l:ｉｌｌｉ三水げｌｌ唄力昨す新
りよ合．）:Ｉも賜え感あは内維すよｊｊｌｌ作を文た蕗,lHLIilii、、平年ま綱に１１２゜縮
まり’１１－１－に物にしり、経持る｝）りにこえがにで係併合はもすによはｌＵ］
す「;1.,ブ１１感で組て、根済出様減結おｌｌ１１ら、よばすざ風111ｊｉ’｢l：。ｌ下り組け
ｏＵｎｉ・店に耐あ合い改篭総米な収隈いリオＬＩｆｉｌノ初るんの鋼し業、合ま
まを般司析致’）ｊｉまめ符不ま秋もがてまて六Ilill′ｌ２この秋なく推農1１し
た上消あ築し、、すて｜ﾉﾘﾙＩＬしであｌＩｌはし、計体卜と鍔とく＊お進ｌｊｉｌのて
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し哲ノノＬプ゜らのれのはわが期ノｊｒ作の乳部廃求よ不、数米はので
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新たなＪＡの
構築に向けて

１ 北海道農業協同組合中央会

会長藤野貞雄
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瀬 北根室地区農業改良普及センター

所長井芹靖彦
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青年部の役割と
必要性を再認識

年頭にあたって

中標津町農協女性部

部長横田純弓二

中標津町農協青年部

部長板ｵ喬匠
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の

パ
ワ
ー
で
ま
た
』
年
頓
張
り
ま
し
ょ
う
。

霞！典

蕊 鍵
曾議
Ｐ＆■す

Ｌ』

灘『 Ｊ睦釣
篭電'-．

■ 

i1iiliiiiii:iii山鑪

ｒ
的
踞
庄
伊

鍵膀 蕊鰯
。Ｐ
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兎年の仲間･大集合写

今年の干支は兎､12支の４番目です。兎年生まれの組合員皆さん140人の中か

ら、１戸に２人以上の兎年生まれの方に登場していただきました。

今年も良い年でありますようご祈念申し上げます。

、
今
年
の
抱
負

Ｏ
生
年
月
日

『｡、

高
橋
百
合
さ
ん

①
昭
和
三
十
八
年
十
月
五
日

、
家
族
も
子
牛
も
健
康
で
い
ら
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

西
武
佐
地
区

高
橋
正
一
さ
ん

⑪
昭
和
一
一
一
十
八
年
八
月
一
一
十
二
日

、
家
族
と
友
達
と
牛
を
大
切
に
す

る
一
年
に
し
た
い
で
す
。

佐
藤
美
智
子
さ
ん

⑪
昭
和
十
四
年
七
月
三
十
日

、
ケ
ガ
、
事
故
が
な
く
健
康
で
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

南
武
佐
地
区

佐
藤
幸
一
さ
ん

⑪
昭
和
三
十
八
年
四
月
十
五
日

、
健
康
管
理
に
気
を
配
り
、
明
る

い
年
に
。

立尋ロ ■
’
１
０
Ｉ
凸

睡
に
Ⅲ
一

協
和
地
区

高
藤
祐
哉
さ
ん

①
昭
和
六
十
二
年
十
二
月
一
一
十
七
日

⑳
勉
強
・
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
る
ぞ
。

高
藤
広
美
さ
ん

①
昭
和
三
十
八
年
一
一
一
月
一
日

、
家
族
仲
良
く
、
健
康
で
明
る
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

高
橋
絹
子
さ
ん

⑪
昭
和
十
四
年
十
一
月
八
日

、
笑
い
の
絶
え
な
い
明
る
い
家
族

で
あ
り
た
い
。

豊
岡
地
区

高
橋
敏
行
さ
ん

⑪
昭
和
一
一
一
十
八
年
二
月
一
一
日

、
常
に
明
る
く
前
向
き
に
頑
張
る
偽

８ 



街
頭
で
農
業
の
大
切
さ
を
、

多
く
の
人
々
に
伝
え
る
。

－ 

－ 

一 ￣ 蝿
一
謡

一一'橇̄
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輯、

ロゼ？

第47回全道ＪＡ青年部大会ＪA中標津青年部部長板橋匠

ルト

堆川１１い然・し
1112作てに分識た
の’１１Ｌ優科縦･
イル、とし会終
効のいいに了
利分うク参後
11］科テリ加は
仁会ｌ１Ｌ、
つでマンま分
い、で農し科
てこし業た会
、壌たの。に
参政が実司分
少良、銭入れ
参や‐ｉｆにと、
;勝、につ、鞄

illi 試撒’１チトヨし部ま｜・
〈に、雌でチ人たのし二節
ぱテ，延藤あヤ会・化た）ＩｌｌＬ１
リン′|：氏りし｜#］々・ニト
のボ１１の、ン会木、１１１］ヒ
ポよだｉルノ亡ジ式イドＩ鵬、ｌ１１ｌ
イくつ波ｌｌｊ；／のと文IIL｜令
、、たが球些後入部１１道
i〈彼彼始選と、会のにＪ

１醗灘｝

に
な
り
ま
し
た
。

狸
Ⅱ
の
入
会
で
は
、
各
地
区
代
獲
の
奨

泗
発
炎
と
葱
兄
発
表
が
ｈ
な
わ
れ
、
そ
の

し
な
ど
会
場
は ！ 

一
窒
壹
竈
一
瀞
繍

￣１ 

と
て
も
磯
リ
上
が
り
ま

ミニ

ﾐﾈ:、 ■■ 
■￣l 

i7 
際会だ無附ピテえ農後
労迦大つ｜『にライる業、
嫌備会た、潅配ツたの街
でざにとく葺くｌ）シめ人虹（
しれ参忠１１，をユ、切付
たた力Ⅱい稗千行とＩ;しさｊｉｌ」
･役さまをがな、IMBをと
11れす終かいメの広し
のた。えじまツー|こくて
借部、かしセ’１，，
様１１光みた’駅多我
、の喪ま。ジで<々
本ヤテししＷのポの，1ｊ
Ｒｌ１様たた「１人ケ人イ１２
に、人がはつ・ソに部
ご人会、非たト伝は

灘

ロ
０

■」」胡

ﾘパ５
』

） 

.９ 



國国剛鬮鬮|会
⑧１２月１日から１２月３日まで

皆
様
の
意
見
を

充
分
検
討
し
、
提
案
し
ま
す
。

平
成
十
年
ト
ー
月
一
Ⅱ
か
ら
一
一
一
Ⅱ
ま
で

の
日
程
で
、
地
区
別
懇
談
会
を
笑
施
し
、

皆
様
の
意
兄
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

説
明
し
た
繊
題
は
、
卜
月
末
腱
協
本
業

の
概
況
、
例
ク
ミ
カ
ン
状
況
、
Ａ
コ
ー
プ

新
府
洲
の
建
設
経
過
、
農
協
手
数
料
、
術

助
本
業
導
入
に
関
す
る
負
孤
及
び
賦
課
金
、

そ
の
他
〈
で
ん
粉
ｒ
場
再
編
に
関
す
る
件
、

草
地
艦
術
報
業
の
進
め
方
）
で
し
た
。

雌
岡
取
業
で
は
、
新
Ａ
コ
ー
プ
の
炎
紙

ｒ■ 

まらまのしの済てつ６１脚丙くし全を膿ｌｌ１ｌｉ乳八と
す、たｊＷま変Ⅱいいのとあ八た仲介j鼈格代下介

。飼、加す更のまてとしる|“でわ船卜．＝刀わ

鞭{騨識
鮒?蝋,群蝿醐脚繍
さのい分を桁うぐン峡＜Aijiiとと堵｜'］体鞭く
れｌｉｌＩまを必算盗好状さ金コイ「な､のの販業、
てぴす孔典力金'|戟況オＬ剛ｌにり販人減光でZ
いか゜ＩＩｔと式決しにた機ブ比ま元帳、は（よ侭

ど
同
定
安
産
の
取
柵
と
店
舗
機
器
な
ど
リ

ー
ス
契
約
総
額
が
、
蒋
初
計
両
に
沿
っ
た

結
果
と
な
っ
た
旨
説
明
を
し
ま
し
た
。

農
協
下
数
料
、
補
助
躯
業
導
人
に
関
す

る
血
拠
及
び
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
第
五

Ａ
コ
ー
プ
の
処
識
経
過
で
は
、
処
物
な

ヱペ

▼
．
△
 

十
一
Ｍ
農
協
総
会
で
瀞
識
蛾
い
た
農
協
巾

奨
伽
計
阿
に
関
す
る
も
の
で
、
平
成
１
．

年
以
降
の
科
挙
及
び
賦
課
金
の
賦
課
方
法

な
ど
脛
つ
い
て
、
新
め
て
提
案
し
、
意
兄

を
お
剛
き
し
ま
し
た
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
懇
談
会
で
の
皆
様
の
怠
兄
を
靴
狼
会

な
ど
に
て
充
分
検
討
し
、
蛎
業
計
阿
策
定

の
た
め
の
懇
談
会
に
、
新
め
て
提
案
し
た

い
と
作
じ
ま
す
。

師
走
と
な
り
伽
か
と
ご
多
忙
の
巾
お
集
ま

り
蛾
さ
賊
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

蝋“嬢 蝋》

幹

‐て￣

患三』孫醇陥
Ⅱ 

肇瓊＆ 》－ １
’
 

￣Ｚ⑥二
＄p凸0▼

房鐸乙′ 

憩岳憩岳

ヰエ擢劃ｌ５ｉｌ９[原NiU§tjH；懇言!i覇
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鑿篝篝篝i鑿ii蒙蝋齢
＝￣ 

11i薑1i1liil篝i薑！
謙
一Ｉ

P■ 

T鰯が

！ 

口気

プL田牧場で開か｣かれた除幕式

企画から２年、 酩対開陽支部

を完了しました。農場着｛ 
ド満WWI蝿鋤← シ

ー
ズ
ン
に
は
観
光
窯
で
賑
わ
う
開
陽

地
区
だ
け
に
、
「
農
場
環
境
整
備
、
農
場

行
板
の
設
侭
を
」
と
い
う
声
も
い
く
か
ら

聞
か
れ
、
今
Ⅲ
の
識
侭
と
な
り
ま
し
た
。

行
板
の
川
案
は
、
地
元
小
・
小
喉
校
と

迎
鵬
し
て
原
案
を
藻
Ｉ
中
学
化
・
浜
川
棚

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
を
ア
レ
ン
ジ
し
た

（ 
酪
対
開
陽
支
部
（
会
長
・
鈴
木
修
氏
）
は
、

昨
年
十
一
月
下
旬
、
会
員
二
十
五
戸
に
農

場
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

婿

鍔:］

馬二
一
一
『
】摩

5 

蕊》》 蕊謬
＝－ 

Ⅱ。

竃気

曇蟹
組合員さんの温力で藩坂詮置

めク攻るし何て板<にがらＩ：|・し美すで凡がを’１Mし左にこてしながら

1灘灘溌mll9il蕊
111 



おﾄｸな電気料金ﾒﾆｭｰができました’
電力も契約メニューを見直してみませんか！低圧

、北海道電力では、平成10年４月より低圧

電力でご契約いただいている酪農家のみな

行さまにご契約いただける「低圧時間帯別電
力」という、新しい料金〆ニューができま

した。

この契約は、１日に使う電気を夜間と昼

間に分けて夜間（22時－８時）の単価を安

く、昼間（８時-22時）の単価を若干高く

設定したものです。これにより、１日の使

用電力量のうち夜間時間帯（22時－８時）

に使用される電力量の割合（夜間率）が３８

％を越えると従来の低圧電力契約より電気

料金が安くなる仕組みになっています。

また、氷蓄熱式バルククーラーや電気温

水器などの蓄議溌器を設置することにより、

炉鶏襲鰯鰯奎ii麓舎
わせてご加入いただけます。

そのほか低圧電力の場合、お客さまが通

常ご使用になる最大の定格電流値に基づい

て契約容量（電力）を決定する「主開閉器

契約」でご契約いただくと、負荷設備の総

容量により契約容量を決定していた「負荷

設備契約」と比べ、一般的に契約容量を小

さくすることができ、毎月の電気料金を削

減できます。

電気料金に関するお問い合わせは、お近

くのぼくでんまで③

Wh…夕方の搾乳 酪農家のお客さまの場合、

搾乳時の電力使用が高い

割合を占めていますもこのた

め､朝の搾乳を夜間時間帯

の8時までに終わらせると、

麺気料金が割安になりま龍

また､糞尿処理のばつ気ポ

ンプなどの稼働時間を夜間

に移行できる場合も割安に

なりま魂

ｋ 

Ｉ 

|H1｣_Ｌ｜震，
ＬＩ 

トー
22時２４時

÷’ 
8時0時

」昼間時間帯唇－４夜間時間帯

｢負荷設穫翼釦による翼*耀iｎ「三lHlIUl器契総｣による契狗薯墾側
画
画
一
，

一
厩

幽
囿
【

一
国
廟

一
ｍ

惨

il餓爵■｢低圧時間帯別電力｣で契約した場合の料金
280,000 

鞭對i…l…誹i‐
＝零△▲

270.ＯＯＣ 

２６８」26ｑＯＯＣ 

250000[ 

３０３８４５５０５５夜間率(％

ﾄﾞ』．．）内の数値は､従来の｢低圧電力｣との比較です
Ⅲi･上記の電気料金は。契約電力8ｋＷ⑤力率90％○年1K]便jEH電力量14`400kWhの場合で煎定しました＿

①受付窓口

北海道電力株式会社中標津営業所お客様センターまで

‘O1５３７－２－２０１０ 
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心
の
こ
も
っ
た
や
各
し
い
介
護
を
。

《

で
ん
原
馬
鈴
し
ょ
向
叩
種
比
較
試
験
成
績
を
学
ぶ
。

馬鈴しよ栽培技術講習会

■
□
□
目
ロ
ロ
□
□
■
６
●
□
●
●
■
●
■
。
●
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●
●
●
●
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■
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●
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●
●
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●
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●
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■
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
Ｓ
ｃ
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
■
●
●
●
◆
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ん,ｉｉｉでか比衣人富業術興に

蝿雛擁桁１Ｊ
粉〈んら核,illlドわの沢改,聯対お+

熱1鑑
ラキサ’２つで

芦iをかけ江がら洗辱Ｌ講す

一ムヘルバー

成研修会

Ｊ級家ＪｍＪか
’.Ａ養族Ａの、此
〃よ成を久拠Ｊｉｉ
ＴＵＬ鰹鯲$＄

1蕊蝋
,,縦れム興化蝋
w：腱翻wl警
護し篭パびた瀦
群ii当；ぬ禰な

比試えを」１１］タまを川収′|ミチのくい
術蝉駄１１とま総収’た試途jItがユ'''１期で

鰹雛独蛎iilli零鮒門脇嚇

鱗＄羅潅繍鍬隙
は’iWiiゼｌｉツボ：鰈証駕ボilil
IjL1敷布侍ス'“鯛あん粉はいた',(：

熱鞠憲ii繍紘鑑瓠,,眺入,二も,蝋〉リ薑

戸、

修了証書を頂いたみなさん

左上から片野さん、斉藤さん
鞭Ⅱlさん、飯婆さん

Ⅱ
蝿
で
術
繊
、
実
技
、
笈
群
合
わ
せ
て
爪

卜
岬
川
を
脳
化
す
る
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
な
か
、
四
Ｊ
Ａ
か
ら
も
川
人
が
愛

称
し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
で
行
な
う
爽
技

識
洲
で
は
、
｜
人
が
実
験
台
に
な
り
、
纏

返
り
の
さ
せ
〃
や
洗
髪
の
し
か
た
、
体
の

ふ
き
か
た
な
ど
を
炎
際
に
行
な
い
ま
し
た
。

洗
髪
は
ベ
ッ
ド
に
纒
た
ま
ま
行
な
う
〃
法

を
実
習
し
、
家
に
あ
る
川
只
で
行
な
い
、

受
識
荷
も
典
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
ブ
サ
ー
ビ
ス
の
ｎ
行

訪
問
で
お
港
に
側
い
、
家
瓶
援
助
や
食
瓶

の
お
肚
諦
を
行
な
い
ま
し
た
。
受
諭
勝
の

皆
さ
ん
は
「
家
族
の
理
解
や
協
力
の
お
か

げ
で
、
こ
の
研
修
会
を
受
識
で
き
ま
し
た
。

こ
の
知
識
を
家
族
や
地
域
の
人
達
の
た
め

に
活
川
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ら
腸
鈴
し
ょ
談
鍵
に
値
を
暁
か
し
、
行
庶

瀧
な
一
Ⅱ
で
し
た
。

一

ｈ 

露 ％ 厚 ￣ 

''３ 
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ちょっぴり照れくさそうにピース

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
「
わ
が
家
の
人
気
稀
」
ど
ん
ど
ん

ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
取
材
の
際

は
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
、
雌
初
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、
川
村

鹸
之
さ
ん
宅
の
健
脚
・
悠
濟
ぐ
ん
と
次
次

の
鈴
奥
ち
ゃ
ん
。
川
人
兄
弟
の
二
人
は
、
ち

ょ
っ
ぴ
り
は
ず
か
し
が
り
や
の
様
子
。
悠

好
く
ん
は
、
お
雌
さ
ん
の
影
に
か
く
れ
て

は
ず
か
し
そ
う
に
ニ
ッ
コ
リ
と
笑
い
ま
す
．

「
写
兵
と
ら
せ
て
ね
」
と
？
Ｍ
う
と
（
．
人
で
ニ

ッ
コ
リ
、
ポ
ー
ズ
を
決
め
て
く
れ
ま
し
た
。

鈴
夏
ち
ゃ
ん
は
今
年
唯
ま
れ
た
ば
か
り

の
妹
・
里
佗
ち
ゃ
ん
が
か
わ
い
く
て
し
か

た
な
い
様
了
。
「
ほ
っ
ぺ
た
を
ぴ
っ
た
り

と
く
っ
つ
け
て
、
は
な
さ
な
い
の
よ
」
と

笑
っ
て
話
す
お
雌
さ
ん
の
鼎
赫
さ
ん
。
鈴

奥
ち
ゃ
ん
は
立
派
な
お
肺
ざ
ん
ぶ
り
を
発

揮
し
て
い
ま
し
た
。

二
人
に
火
存
物
は
？
と
附
く
と
鈴
奥
ち

ゃ
ん
は
「
リ
ン
ゴ
」
、
悠
吾
く
ん
も
「
リ
ン

コ
」
と
と
っ
て
も
凪
の
合
う
三
人
。
た
夫

子

た
ま
あ
～
に
ケ
ン
カ
も
す
る

な
か
よ
し
元
気
っ
子
の
二
人
。

に
は
け
ん
か
も
す
る
元
上

北
進
地
区
川
村
尊
之
・
早
苗
さ
ん
ご
人
災

長
男
悠
吾
く
ん
（
率
ハ
雌
）
・
次
女
鈴
一
夏
ち
ゃ
ん
（
四
歳
）

ｒ、

瓢
っ
ｆ
な
二
人

１
１
 

や
』

ト
ヘ
き
く
な
っ
た
ら
Ｎ
に
な
る
の
？
と
画
阯
く

す
こ
や
か
に
大
き
く
な
あ
れ
。

ざ
ん
に
な
り
た
い
と
う
れ
し
そ
う
に
禰
す

と
、
悠
冴
く
ん
は
「
人
き
な
ブ
ル
ド
ー
ザ

－
に
乗
れ
る
人
、
鈴
奥
ち
ゃ
ん
は
行
艘
姉

》
人
。
こ
れ
か
ら
も
川
人
兄
弟
、
仲
良
く

【⑪
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しもの嚢切…
、

●●● 

愛のかで守る確かな鑿蓬リツＵｊ、

回おすすめのご契約､ご宛》で生活資金を。
勤労者世帯主年代別１カ月の

消費支出額家族が薑らしていくための生活費って、
どれくらい必要なのだろうか。

25～29歳約26.8万円

30～34歳約29.2万円

35～39歳約31.6万円

40～44歳約35.6万F＝ﾉＪ－のとき、残されたご家ﾙﾐにはﾉ|々どれくらいの金額が必要でしょうか。総

務庁のillWiiによると)|々の11常''2iiYiZfには、イrIxlの膿度の額が必饗になってい

ます。安心して拝らしていくための11友として、考えておく必奨がありそうです。

庫、

45～49歳約40.9万Ｆ：

50～54歳約403万円

斡務庁平成８年「生活調五年報一

回現在のご契約で緊急資金を。

葬儀にかかった費用
(平成７年日本荊閲石幽会阿べ】

緊急資金はどれくらい
必要なのだろうか。

２０３．９万円(全国の平均瓢Ｉ

平均負債額
(平態８隼貯蘓広報中央受興会飼ぺ】

４９８万円(ｱﾝｹｰﾄ全､世辨均］

ﾉＪ‐の場合には、搾ｌＨ《Zr川はもちろんのこと、Ｎ|統税対策やローンの返済など、

まとまった額の緊急溢金が必喋になってきます。また、おJ:さまの人’１４や締ｌＩ１
Ｚ１ｉ川などでも、あわてずにすむために、．Ⅱｻﾞ金のIilliえが11i奨な役１１;Ｉをはたします。

大学入学金、授業料
（平鰹６年文部省腿ぺ）

国立

約７１．８万円
私立

約１２１．８万円

なぜ、この「ご鬘2-rll-L三つ」が登場したのか？
それは．お害さまの声を聞いたからです。

愛のかたち

P･田

園死亡保険金の使い道（複数回答）

遺族の日常生活資金……48％

葬儀費用…………………45％

配偶者の老後資金………38％

子供の教育．結婚資金…35％

債務の清算金……………５％

回生活設計を立てている世帯の計画期間

％
％
％
％
％
 

０
０
０
０
０
０
 

５
４
３
２
１
 

41.5％ 

29.4％ 

14.5％ 

■ 
7.0％ 5.7％ 

Ｆ１ ■ 
1～2年
先まで

3～5年
先まで

１０年２０年それ以上

先まで先まで先まで

「貯謡に関する世鰭調霊１よ'」(生命保険文化センター「生活保照に1N】する姻萱ｌＨ６】

ですから
現在のご契約 おすすめのご契約

Ｉ 劃鍋驚一時霊 以後、毎年
受け取れる 錘十胤當￣

この綱み合わせがぴったりなんです！
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事
業
の
反
省
と
来
年
の
抱
負
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

Ｉ 
2年ぶり優勝に輝く
根室地区ＪＡ青年部スポーツ交流会

､￣■ 巴

１ 
■●ロ－■■

綜戸

農
協
青
年
部
反
省
会
“
川
平
部
刑
部
及
志
賀

一旱

盛り上がったダーピーゲーム

農
協
青
年
部
反
省
会
が
十
二
月
十
日
、
寿
宴
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
今
年
の
事
業
の
反
省
と
新
し
い
年

へ
向
け
て
の
抱
負
を
、
各
テ
ー
ブ
ル
ご
と
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
他
の
反
省
会
と
重
な
っ
た
事
も
あ
り
、

例
年
よ
り
参
加
者
が
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
が
、
板
橋
部
長
の
挨
拶
の
後
、
｜
年
を
振
り
返
っ

て
の
話
し
や
ピ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
ダ
ー
ピ
ー
ゲ
ー
ム
、

ビ
ー
ル
の
旱
飲
み
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

今
年
度
の
事
業
も
残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
が
、

部
員
一
人
ひ
と
り
力
を
合
せ
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

根
室
地
区
Ｊ
Ａ
青
年
部
ス
ポ
ー
ツ
交
流

会
が
十
二
月
十
五
日
、
中
標
津
町
ウ
コ
ウ

ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
管
内
の
青
年
部
盟
友

を
一
堂
に
会
し
、
各
単
組
問
並
び
に
盟
友

間
の
親
睦
を
は
か
り
、
今
後
の
Ｊ
Ａ
青
年

部
事
業
の
活
性
化
を
は
か
る
目
的
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
管
内
か
ら
六
単
組
十
四
チ
Ｉ

ム
四
十
一
一
人
が
参
加
し
、
｜
ゲ
ー
ム
三
人

の
団
体
戦
が
行
な
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
中
標
津
青

年
部
か
ら
一
一
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
Ｂ
チ
ー

ム
が
一
一
年
ぶ
り
の
優
勝
を
飾
り
、
Ａ
チ
ー

ム
も
三
位
に
入
る
好
成
績
を
納
め
ま
し
た
。

`￣ 

ヨ
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の
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聯１１

，，，１ …｡蝋
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u｡ 
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Ｉ ■ 
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優勝Bチーム(左から佐々木氏､山下氏､土井上氏） ビールの旱飲み、敗者には罰ゲームが…･･･
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◆
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【コ

ク
Ⅷ
ノ
ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
に
挑
戦
。

塑性部華道教室

|ﾛ１参流の部
[１/i、ヵ１１のiiij蠣｜
は回満小い道ミ
クは約崎こ教川
リニニトの室一ト
ス回一トミ教が．
マの人エ霊|)Ｍ１ｌ
ス教が先で催と
の室集と{こすさz
おでまをがれＩ
花行Ｉ）識、ま：Ｈ
、左まHl1i午しⅡ
こわしにイ'2たに
lIIlれた欄は。、
Ⅱ、。き米人女
は．、ノヒ気性

－、可

'1１ ,Ｉ 

12月の組合目誌

腱
１日地区別懇談会（中標津．

俵橋）

営農計画書作成～22日まで￣ 

お
正
Ⅱ
川
の
化
け
花
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま

し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
化
け
化
は
、
柊
と

ぴ
ば
を
使
い
、
オ
ア
シ
ス
に
生
け
ま
し
た
。

「
の
び
の
び
と
鞭
け
て
下
さ
い
ね
」
と
や

さ
し
い
ご
指
導
の
小
崎
先
生
。
約
二
時
間

か
け
て
立
派
な
生
け
花
を
定
成
さ
せ
て
い

ま
し
た
。

２日地区別懇談会 (開陽。当 幌〕

３日地区別懇談会(第＝俣落、

西竹・武佐・俣落）

８日てん菜振興会役員会
配

１０日馬鈴しよ振興会役員会

14日第３回酪対役員会

15日第４回管理購買委員会

16日畑作対策役員会

' １７日生食ｶﾛｴ馬鈴しよ役員会
小峰先生のていねいなご指導で行なわれました

乳牛改良同志会役員会

青年部50周年編纂委員会

１８日役職員忘年会

28日第９回理事会

30日業務納め 戸魁

Ｚ
 

鰄
蝋

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

組
合
員
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

年
を
ご
家
族
お
揃
い
で
お
過
ご
し
の
こ
と

と
思
い
ま
す
。

昨
年
は
中
標
津
町
内
で
交
通
事
故
が
多

発
し
、
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
一

月
は
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
「
飲
酒
運
転
を
し
な

い
、
さ
せ
な
い
」
よ
う
心
が
け
、
新
め
て

交
通
安
全
に
努
め
事
故
の
な
い
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

ま
た
、
風
邪
な
ど
ひ
か
ぬ
よ
う
健
康
管

理
に
努
め
て
下
さ
い
。

本
年
は
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
後
記

1７ 



－h．白H毎Ｆロ

団
財
同
、
Ｌ
シ
創
日
ｑ
勇
童
劉
蹴

二＝

１ 
■ 

1－ 

１
１
 

毎

F 
■ 

星宇

Ｉ
Ｉ
Ｂ
印
『
・
リ
ニ
■

岳
■
■
■
ｒ

可
ご
Ｅ
Ｚ
ｕ
《

辞Ｕ 】
■ 

呂

型
宅

宅・己『
□
 

二牌酉塞

■ 
=E 

必已

五■｜~

■
■
■
■
ｒ
Ｂ
■
■
■
■
■
■
■
 

■＿ 

’一二m’
二■ｊｉ『ｏ１

ｒ、
窪

、G

１幻日F二

１■｜ 

■Ｉ■■ 

& 

■ 

Ｉ 

零

二三」

『
■
■

４． 

■
 

■
■
□
。
ロ
。
■
Ｐ
卍

■
 

陸
行

．
⑬
一
ロ
ロ
■
垂

■
 

民
に
■
８

』
召

■
日
Ｈ
・

鈩
堂
ａ

．
■
Ｍ
凹
西
『

■
 

・
三

池》程｛国産
■
 

只
口

画
色

：
：
Ｌ
Ｉ
Ｕ
 

緬柳洲呼鋼乏そい１歩」
試

一
庁
昌

，
司
皿
８
－

・
も
ち
料
理

二加匹

元
旦
に
お
雑
煮
を
食
べ
る
の
は
、
そ
の
昔
、
大
み
そ
か
に

神
さ
ま
に
供
え
た
も
ち
や
野
菜
な
ど
を
元
旦
に
さ
げ
、
煮

て
食
べ
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ⅱ
地
方
や
家
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
雑
煮
が
あ
る
の
は
、
供

え
た
も
の
の
違
い
か
ら
だ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
な

に
は
と
も
あ
れ
、
”
故
郷
の
お
雑
煮
“
を
食
べ
な
い
と
正

月
を
迎
え
た
気
分
が
し
な
い
、
と
い
う
わ
け
で
、
元
旦
は

夫
の
家
に
伝
わ
る
も
の
、
二
日
目
は
妻
の
家
の
も
の
を
味

わ
う
家
庭
が
多
い
と
か
…
…
。
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